
オープンデータ等を利用して

防災/減災を考える

第２部　ワークショップ
防災/減災から見るオープンデータ入門

第１部　講演

主催 : Ginowan Tech　 後援 : 宜野湾市　協力：沖縄大正製薬株式会社

2024年3月17日
13:30〜16:30

会場：宜野湾市役所

3階 第一会議室

オープンデータとは

持ち物

こんな人にオススメ

誰もが自由に使え、再利用でき、


再配布できる公開されたデータ


のことです。国や自治体が公開する


オープンデータを活用し、国民（市民）


参加・官民協働が推進されることで、


地域課題の解決や経済活性化に繋がる


新しいサービスが生み出されます。 可能であれば

パソコンを


ご持参ください。
・オープンデータが社会に

　どう活かされるのか知りたい！

・データ活用に興味がある！

・行政と市民の協働に関心がある！

・市民として地域課題に関わりたい！

近年各地で様々な災害が発生しています。

私たちの住む沖縄県も例外ではありません。

そこで、宜野湾市をテーマに災害が発生した

場合のリスクとその備えについて、オープン

データを含む様々なデータを活用し、みんな

で考えてみましょう。

講師： 氏
アイパブリッシング株式会社　代表取締役

一般社団法人コード・フォー・カナザワ　代表理事

デジタル庁オープンデータ伝道師

沖縄県DXアドバイザー　行政分野

2013年日本で最初のCode for コミュニティである、

Code for Kanazawa を９名で設立し、シビックテック

の活動を始める。

福島　健一郎

（沖縄県宜野湾市野嵩１丁目１−１）

参加をご希望の方は

３月16日までにこちらのQRコードより

お申し込みください。


